
コンピューティングノードの概要

この章は次のトピックで構成されています。

• Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードの概要（1ページ）
•ローカルコンソール（7ページ）
•フロントメザニンオプション（8ページ）
• mLOMおよびリアメザニンスロットのサポート（9ページ）
•システムヘルス状態（10ページ）
• LEDの解釈（12ページ）
•オプションのハードウェア構成（14ページ）

Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードの概要
Cisco UCS X410cM7コンピューティングノード（UCSX-410C-M7）は、第 4世代 Intel®Xeon®
Scalable Processor用の 2つのCPUソケットをサポートする 2スロットコンピューティングノー
ドです。各コンピューティングノードは正確に 4つの CPUです。4つ未満の CPUは、サポー
トされていない構成です。

コンピューティングノード全体は、プライマリとセカンダリの2つの異なるサブノードで構成
されます。

•プライマリには、2つの CPU（1と 2）、2つのヒートシンク、および半分の DIMMが含
まれています。追加のハードウェアコンポーネントとサポートされている機能はすべて、

前面および背面のメザニンハードウェアオプション、背面のメザニンブリッジカード、

前面パネル、KVM、管理コンソール、ステータス LEDなど、プライマリを介してサポー
トされます。

•セカンダリには、2つの追加のCPU（3と 4）、2つのヒートシンク、および残りの半分の
DIMMが含まれています。二次側には電源アダプタも含まれているため、一次側と二次側
の間で電力が確実に共有および分配されます。電源アダプターは、お客様が修理できる部

品ではありません。

各 Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードは、次をサポートします。
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• 64 DDR5 DIMM、1DPCで最大 4800 MHz、2DPCで 4400 MHzとして最大 16 Tのシステム
メモリ。プライマリでは 32個の DDR5 DIMMがサポートされ、セカンダリでは 32個の
DIMMがサポートされます。

• CPUあたり 16 DIMM、CPUソケットあたり 8チャネル、チャネルあたり 2 DIMM。メモ
リのミラーリングと RASがサポートされます。

•サポートされるメモリは、16 GB、32 GB、64 GB、128 GB、または 256 GB DDR5 DIMM
として装着できます。

•次のサポートできるフロントメザニンモジュール x 1

•複数の異なるストレージデバイス構成をサポートする 1台のフロントストレージモ
ジュール。

•スロット 1～ 6に統合 RAIDコントローラー（HWRAID）を備えた最大 6つの
SAS/SATA SSDで構成されるすべての SAS/SATA構成。

•スロット 1～ 6の最大 6つの U.2 NVMe Gen4（x4 PCIe）SSDで構成されるすべ
ての NVMe構成。

•最大 6つの SAS/SATAまたは最大 4つの NVMeドライブで構成される混合スト
レージ構成がサポートされます。この構成では、U.2 NVMeドライブはスロット
1～4でのみサポートされます。

詳細については、フロントメザニンオプション（8ページ）を参照してください。

• Cisco第 5世代 100GmLOM/VICを介して、最大 200Gの集約トラフィック（各ファブリッ
クに 100G）をサポートする 1つのモジュラ LAN on Motherboard（mLOM）モジュールま
たは仮想インターフェイスカード（VIC）。詳細については、mLOMおよびリアメザニ
ンスロットのサポート（9ページ）を参照してください。

• PCIeノード（Cisco UCS X440p PCIeノードなど）ピアコンピューティングノード間の接
続を提供し、GPUオフロードと高速化をサポートする 1台のリアメザニンモジュール
（UCSX-V4-PCIMEまたは UCSX-ME-V5Q50G）。

•ブート用に最適化されたミニストレージモジュール。ミニストレージには2つのバージョ
ンがあります。

• 1つのバージョンは、それぞれ最大 960GBの最大 2つのM.2 SATAドライブをサポー
トします。このバージョンは、オプションのハードウェア RAIDコントローラー
（RAID1）をサポートします。

• 1つのバージョンは、CPU 1に直接接続されている、それぞれ最大 960 GBの最大 2
つのM.2 NVMeドライブをサポートします。このバージョンは、オプションの RAID
コントローラーをサポートしていません。このオプションは、コンピューティング

ノードの最初のリリース後に利用可能になります。

• USB Type-Cコネクタを介したローカルコンソール接続。
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• GPUオフロードと高速化をサポートするための、CiscoUCSX440p PCIeノードなどのペア
のUCS PCIeモジュールとの接続。詳細については、オプションのハードウェア構成（14
ページ）を参照してください。

• Cisco UCS X9508モジュラシステムには、最大 4台の UCS X410c M7コンピューティング
ノードをインストールできます。

コンピューティングノード ID
各 Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードには、プライマリノードの右下隅にノード
IDタグが付いています。

ノード IDタグは、製品を一意に識別する次のような情報を含む QRコードです。

•シスコ製品 ID（PID）または仮想 ID（VID）

•製品のシリアル番号

製品 IDタグは、プライマリとセカンダリの両方のコンピューティングノード全体に適用され
ます。

シスコの担当者に連絡する必要がある場合に情報を入手できるように、QRコードをスキャン
すると便利です。
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コンピューティングノードのフロントパネル

Cisco UCS X410c M7のフロントパネルには、コンピューティングノード全体の動作を視覚的
に示すシステム LEDがあります。外部コネクタもサポートされています。

コンピューティングノードのフロントパネル

システムアクティビティ LED

LEDが点滅し、データまたはネッ
トワークトラフィックがコン

ピューティングノードに書き込ま

れているか、コンピューティング

ノードから読み取られているかを

示します。トラフィックが検出さ

れない場合、LEDは消灯します。

LEDは 10秒ごとに更新されま
す。

2電源 LEDおよび電源スイッチ

LEDは、コンピューティングノー
ドがオンかオフかを視覚的に示し

ます。

•緑色の点灯は、コンピュー
ティングノードがオンである

ことを示します。

•オレンジの点灯は、コン
ピューティングノードがスタ

ンバイ電源モードであること

を示します。

•オフまたは暗は、コンピュー
ティングノードの電源が入っ

ていないことを示します。

スイッチは、コンピューティング

ノードの電源をオフまたはオンに

できるプッシュボタンです。前面

パネルのボタン（5ページ）を
参照してください。

1

コンピューティングノードの概要

4

コンピューティングノードの概要

コンピューティングノードのフロントパネル



ロケータ LED /スイッチ

LEDは、特定のコンピューティ
ングノードを識別するために青

色に点灯する視覚インジケータを

提供します。

スイッチは、インジケータ LED
のオン/オフを切り替えるプッシュ
ボタンです。前面パネルのボタン

（5ページ）を参照してくださ
い。

4システムヘルス LED

コンピューティングノードの状態

を示す多機能 LED。

•緑色の点灯は、コンピュー
ティングノードが正常に起動

してランタイムになり、通常

の動作状態であることを示し

ます。

•オレンジの点灯は、コン
ピューティングノードが正常

に起動したが、ランタイムが

低下した状態であることを示

します。システムヘルス状態

（10ページ）を参照してくだ
さい。

•オレンジの点滅は、コン
ピューティングノードが重大

な状態にあることを示してお

り、注意が必要です。システ

ムヘルス状態（10ページ）
を参照してください。

3

ローカルコンソール機能をサポー

トする外部光コネクタ

（Oculink）。

「ローカルコンソール（7ペー
ジ）」を参照してください。

5

前面パネルのボタン

前面パネルには、LEDであるいくつかのボタンがあります。コンピューティングノードのフ
ロントパネル（4ページ）を参照してください。

•フロントパネルの電源ボタンは、コンピューティングノードのシステム電源を制御する
多機能ボタンです。

•即時電源投入：ボタンを短く押したままにすると、電源が入っていないコンピュー
ティングノードの電源が入ります。

•即時電源オフ：ボタンを押してから7秒以上離すと、電源が入ったコンピューティン
グノードの電源がすぐに切れます。

•グレースフルパワーダウン：ボタンを短く押したままにすると、電源が入った状態の
コンピューティングノードの電源が正常に切れます。

コンピューティングノードの概要
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•前面パネルのロケータボタンは、ロケータ LEDを制御するトグルです。ボタンを短く押
したままにすると、ロケータ LEDが点灯（青色に点灯）または消灯（消灯）します。コ
ンピューティングノードに電力が供給されていない場合は、LEDが消灯することもありま
す。

詳細については、LEDの解釈（12ページ）を参照してください。

ドライブベイ

各 Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードには、さまざまなタイプと数量の 2.5イン
チ SAS、SATA、または NVMeドライブのローカルストレージドライブをサポートできる前面
メザニンスロットがあります。ドライブブランクパネル（UCSC-BBLKD-M7）で、すべての
空のドライブベイを覆う必要があります。

ドライブベイには、図のように 1から 6までの連続した番号が付けられています。

図 1 :フロントローディングドライブ

ドライブの前面パネル

前面ドライブは、コンピューティングノードの前面メザニンスロットに取り付けられます。

SAS / SATAおよび NVMeドライブがサポートされます。

SAS / SATAドライブを備えたコンピューティングノードの前面パネル

コンピューティングノードの前面パネルには前面メザニンモジュールがあり、最大6台のSAS
/ SATAドライブをサポートできます。ドライブには、各ドライブのステータスを視覚的に示
す追加の LEDがあります。

コンピューティングノードの概要
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図 2 :ドライブ LED

ドライブアクティビティ LED2ドライブヘルス LED1

NVMeドライブを備えたコンピューティングノードの前面パネル

コンピューティングノードの前面パネルには前面メザニンモジュールがあり、最大 6台の 2.5
インチ NVMeドライブをサポートできます。

ローカルコンソール
ローカルコンソールコネクタは、コンピューティングノードの前面プレートにある水平方向の

OcuLinkです。

コネクタを使用すると、コンピューティングノードに直接接続できるので、オペレーティング

システムのインストールなどの管理タスクをリモートからではなく、直接実行できます。

コネクタは、Cisco UCSコンピューティングノードへの接続を提供する KVMドングルケーブ
ル（UCSX-C-DEBUGCBL）の終端にあります。このケーブルは、次への接続を提供します。

•モニタ用の VGAコネクタ

•ホストシリアルポート

•キーボードとマウス用の USBポートコネクタ

このケーブルを使用すると、コンピューティングノードで実行されているオペレーティング

システムと BIOSに直接接続できます。KVMケーブルは別途注文でき、コンピューティング
ノードのアクセサリキットには付属していません。

コンピューティングノードの概要
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図 3 :コンピューティングノード用 KVMケーブル

ホストシリアルポート2コンピューティングノードへの

Oculinkコネクタ
1

モニタ用の VGAコネクタ4単一のUSB3.0ポート（キーボー
ドまたはマウス）に接続するた

めの USBコネクタ

3

フロントメザニンオプション
Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードは、SAS/SATAまたは NVMe SSDを介したコ
ンピューティングアクセラレーションをサポートします。詳細については、ストレージオプ

ション（8ページ）を参照してください。

ストレージオプション

計算ノードは、フロントメザニンモジュールで次のローカルストレージオプションをサポー

トします。

Cisco UCS X410cパススルーモジュール

コンピューティングノードは、NVMeドライブ専用のパススルーコントローラである Cisco
FlexStorageNVMeパススルーコントローラをサポートします。このモジュールは以下をサポー
トします。

•スロット 1～6に最大 6台の NVMe SSD。

• PCIe Gen3および Gen4、x24合計レーン、6つの x4レーンとしてパーティション化

•ドライブのホットプラグに対応

コンピューティングノードの概要
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• CPU上の仮想 RAID（VROC）はサポートされていないため、NVME SSD間の RAIDはサ
ポートされていません

Cisco UCS X410c RAIDモジュール

このストレージオプションは以下をサポートします。

•最大 6つの 6 SAS/SATA SSDをサポート、または

•最大 4つの NVME SSD：

•スロット 1～4の U.2 NVMe、PCIe Gen4 x4の CPU1に直接接続

• PCIe Gen3および Gen4、x8レーン

•ドライブのホットプラグに対応

• RAIDサポート：

• NVME SSD間の RAIDはサポートされていません。

SAS/SATA SSD全体の RAIDは、RAID0、1、5、6、00、10、50、および 60のさまざ
まな RAIDレベルでサポートされています。

ストレージフリーオプション

前面ストレージドライブが必要ない場合、シスコは、プライマリ用にブランクの前面メザニン

前面プレートで構成されるストレージフリーの構成を提供します。

mLOMおよびリアメザニンスロットのサポート
次のリアメザニンおよびモジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）モジュールおよび仮想
インターフェイスカード（VIC）がサポートされています。

次の mLOM VICがサポートされています。

•次をサポートする Cisco UCS VIC 15420 mLOM（UCSX-ML-V5Q50G）：

• Quad-Port 25G mLOM

•コンピューティングノードのモジュール型LANonMotherboard（mLOM）スロットを
占有します。

•最大 50 Gbpsのユニファイドファブリック接続をコンピューティングノードあたり
100Gbps接続に対して各シャーシのインテリジェントファブリックモジュール（IFM）
に有効にします。

• Cisco UCS VIC 15231 mLOM（UCSX-ML-V5D200G）は次をサポートします。

コンピューティングノードの概要
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• UCS X410c M7コンピューティングノードへの x16 PCIE Gen 4ホストインターフェ
イス

• CiscoUCSXシリーズインテリジェントファブリックモジュール（IFM）に接続する
2つまたは 4つの KRインターフェイス：

• UCSX 100Gインテリジェントファブリックモジュール（UCSX-I-9108-100G）に
接続する 2つの 100G KRインターフェイス

• Cisco UCSX 9108 25Gインテリジェントファブリックモジュール
（UCSX-I-9108-25G）に接続する 4つの 25G KRインターフェイス

次のモジュラネットワークメザニンカードがサポートされています。

•次をサポートする Cisco UCS VIC 15422 (UCSX-ME-V5Q50G)：

• 4つの 25G KRインターフェイス。

•シャーシの底部の背面にあるコンピューティングノードのメザニンスロットに装着
できます。

•付属のブリッジカードは、IFMコネクタを介してこの VICの 2倍の 50 Gbpsのネッ
トワーク接続を拡張し、合計帯域幅をファブリックあたり100Gbps（コンピューティ
ングノードあたり合計 200 Gbps）にします。

• X-Fabric用 Cisco UCS PCI Mezzカード（UCSX-V4-PCIME）は、コンピューティングノー
ドがPCIeノードとペアになっているときにGPUオフロードと高速化をサポートするCisco
UCS X440p PCIeノードなどの Cisco UCS PCIeノードに接続を提供します。

mLOMまたはリアメザニンカードではありませんが、コンピューティングノードでCiscoVIC
15420 mLOMおよび Cisco VIC 15422リアメザニンカードを接続するには、UCS VIC 15000ブ
リッジコネクタ（UCSX-V5-BRIDGE-D）が必要です。

（注）

システムヘルス状態
コンピューティングノードの前面パネルには、システムヘルス LEDがあります。これは、コ
ンピューティングノードが通常のランタイム状態で動作しているかどうかを示す視覚的なイン

ジケータです（LEDは緑色に点灯します）。システムヘルス LEDが緑色の点灯以外を示す場
合、コンピューティングノードは正常に動作していないため、注意が必要です。

次のシステムヘルス LEDの状態は、コンピューティングノードが正常に動作していないこと
を示します。

コンピューティングノードの概要
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条件コンピューティングノードの

ステータス

システムヘルス LEDのカラー

•電源冗長性の損失

•インテリジェントファブ
リックモジュール

（IFM）冗長性が失われ

•システム内のプロセッサ
の不一致。この状態は、

システムの起動を妨げる

可能性があります。

•デュアルプロセッサシス
テムのプロセッサに障害

があります。この状態

は、システムの起動を妨

げる可能性があります。

• Memory RAS failure if
memory is configured for
RAS

• RAID用に構成されたコン
ピューティングノードの

障害ドライブ

Degradedオレンジで点灯

•ブートの失敗

•修復不能なプロセッサー
またはバスエラーが検出

された

•致命的で修正不可能なメ
モリエラーが検出された

•両方の IFMが失われた

•両方のドライブが失われ
ました

•過熱状態

重大オレンジで点滅

コンピューティングノードの概要
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LEDの解釈
表 1 :コンピューティングノードの LED

説明カラーLED

電源がオフです。消灯コンピューティングノード

の電源

（シャーシ前面パネルの

コールアウト 1）

通常動作中です。グリーン

スタンバイ状態です。オレンジ

アップしているネットワークリンクがありません。消灯コンピューティングノード

のアクティビティ

（シャーシ前面パネルの

コールアウト 2）

1つ以上のネットワークリンクがアップしています。グリーン

電源がオフです。消灯コンピューティングノード

のヘルス

（シャーシ前面パネルの

コールアウト 3）

通常動作中です。グリーン

デグレード操作オレンジ

重大なエラーです。オレンジに

点滅

ロケータが有効になっていません。[オフ
（Off）]

コンピューティングノード

ロケータ

LEDおよびボタン

（シャーシ前面パネルの

コールアウト 4）

選択されたノードを見つけられるようにします。LED
が点滅していないなら、そのコンピューティングノー

ドは選択されていません。

UCS Intersightで LEDを起動するか、ボタンを押して
LEDのオンとオフを切り替えることができます。

青で毎秒 1
回の点滅

コンピューティングノードの概要
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表 2 :ドライブ LED、SAS/SATA

説明ステータス/障害 LEDアクティビティ/プレゼンス

LED

ドライブが存在しないか、ド

ライブの電源がオフになって

います

オフオフ

ドライブは存在するが、アク

ティビティがないか、ドライ

ブがホットスペアではない

オフオン（緑色に点灯）

ドライブがあり、ドライブア

クティビティ

オフBlinking green, 4HZ

Drive Locateインジケータまた
は物理的な取り外しの準備が

できているドライブ

Blinking amber, 4HZBlinking green, 4HZ

故障または故障する可能性が

あるドライブ

オン（アンバーに点灯）オン（緑色に点灯）

ドライブの再構築またはコ

ピーバック操作を実行中

Blinking amber, 1HZBlinking green, 1HZ

予測障害分析（PFA）2つの 4HZオレンジが 1/2秒
休止して点滅

オン（緑色に点灯）

表 3 :ドライブ LED、NVMe（VMD無効）

説明ステータス/障害 LEDアクティビティ/プレゼンス

LED

ドライブが存在しないか、ド

ライブの電源がオフになって

います

オフオフ

ドライブはありますが、アク

ティビティはありません

オフオン（緑色に点灯）

ドライブがあり、ドライブア

クティビティ

オフBlinking green, 4HZ

コンピューティングノードの概要

13

コンピューティングノードの概要

LEDの解釈



説明ステータス/障害 LEDアクティビティ/プレゼンス

LED

Drive Locateインジケータまた
は物理的な取り外しの準備が

できているドライブ

なしなし

故障または故障する可能性が

あるドライブ

なしなし

ドライブの再構築なしなし

表 4 :ドライブ LED、NVMe（VMD対応）

説明ステータス/障害 LEDアクティビティ/プレゼンス

LED

ドライブが存在しないか、ド

ライブの電源がオフになって

います

オフオフ

ドライブはありますが、アク

ティビティはありません

オフオン（緑色に点灯）

ドライブがあり、ドライブア

クティビティ

オフBlinking green, 4HZ

Drive Locateインジケータまた
は物理的な取り外しの準備が

できているドライブ

Blinking amber, 4HZBlinking green, 4HZ

故障または故障する可能性が

あるドライブ

なしなし

ドライブの再構築なしなし

オプションのハードウェア構成
Cisco UCS X410c M7コンピューティングノードは、スタンドアロンコンピューティングノー
ドとして、または次のオプションのハードウェア構成を使用して、Cisco UCS X9508サーバー
シャーシにインストールできます。

コンピューティングノードの概要
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Cisco UCS X440p PCIeノード

オプションとして、コンピューティングノードは、Cisco UCS X9508サーバーシャーシのフル
スロット GPU高速化ハードウェアモジュールと組み合わせることができます。このオプショ
ンは、CiscoX440pPCIeノードを介してサポートされます。このオプションの詳細については、
『Cisco UCS X440p PCIeノードの取り付けおよびサービスガイド』を参照してください。

コンピューティングノードが Cisco UCS X440p PCIeノードとペアになっている場合、X-Fabric
接続用の Cisco UCS PCI Mezzカード（UCSX-V4-PCIME-D）が必要です。UCS VICブリッジ
コネクタは、メザニンカードと共に、UCSXシリーズコンピューティングノードをCiscoUCS
Xシリーズ IFMに接続する必要があります。ブリッジコネクタカードは、コンピューティン
グノードにインストールします。

（注）

コンピューティングノードが Cisco UCS X440p PCIeノードと同じ Cisco UCS X9508シャーシ
に取り付けられている場合、コンピューティングノードは PCIeノードのすぐ右側のスロット
に取り付ける必要があります。詳細については、コンピューティングノードのインストール

ガイドラインと制限事項を参照してください。

注意

コンピューティングノードの概要
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/x/hw/x440p/install/b-cisco-ucs-x440p-gen4-pcie-install-guide.html
b-cisco-ucs-x410c-m7-install-guide_chapter3.pdf#nameddest=unique_19
b-cisco-ucs-x410c-m7-install-guide_chapter3.pdf#nameddest=unique_19
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


